
ナシ病害虫発生・越冬状況（休眠期） 

 

今後、気温が高く経過した場合、生育が早まる可能性があります。果樹情報等
（http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36021a/nogyo-nousin-gijyutu03.html#kazyu）
を参考にして、遅れないように防除対策を実施してください。 

 

（１）ナシ黒星病 

鱗片における越冬病斑は、確認されませんでした（図１）。  

重点防除期である開花直前及び落花直後の薬剤防除を徹底してください。 

 

図１ ナシ黒星病の鱗片での発病状況（２月） 

 

（２）ハダニ類 

越冬卵が確認されたほ場割合は、全域で平年よりやや低い状況でした（図２）。 

発生が多いほ場では、発芽 10日前までにマシン油乳剤を散布しましょう。 

図２ ハダニ類越冬卵の発生状況（令和５年 12月） 
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